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取得希望資格　選択

資格

中学校教諭一種免許状（数学）

高等学校教諭一種免許状（数学）

高等学校教諭一種免許状（情報）

他種類他教科免許

進路希望調査

進路支援を充実にさせるために、今現在考えている卒業・修了後の希望進路を選択してください。

この調査に関するお問い合わせは就職課までお願いします。

なお、学部３年生および修士１年生はこれを進路希望登録とします。進路希望登録は、就職・進学に

関わらず、職業安定法第３３条の２で定められています。

企業就職 進学 公務員 教員 現職継続 その他 未定

※自宅電話番号、携帯電話番号を変更した場合は、必ず「CLASS」の変更処理を行ってください。

採用試験受験状況

採用試験受験状況

行追加

就職活動

活動年度 登録日 区分 企業名/進学先 活動状況 登録者 最終更新日時 報告 活動記録

100件　(1 / 1)

資格関連科目 修得状況

※上段：学修の振り返り/下段：担当教員評価コメント
科目 単位数 修得年度学期 担当教員 評価 学修の振り返り/担当教員評価コメント

●●●● x.x ●●年度前期 ●●　●● ●

●●●● x.x ●●年度後期 ●●　●● ●

旧学籍番号 資格関連科目 修得状況

科目 単位数 修得年度学期 担当教員 評価 学修の振り返り

2024/10/24 16:45 Campus Life Assist System TUS
2



学外活動に関する記録

活動期間 活動内容/総括

この項目には、教育実習・介護等体験に関する記録を記載してください。
----------
【教育実習の場合】
①実習校名（●●県立●●高等学校）
②所在地（〒●●●-●●●● ●●県●●市●●-●）
③校種（中学校/中等教育学校/中高一貫校/高等学校）
④実習教科（以下のいずれかの科目名）

中学：数学/理科
　　高校：数学/理科（物理）/理科（化学）/理科（生物）/情報
----------
【介護等体験の場合】
特別支援学校体験先（●●●特別支援学校）／社会福祉施設体験先（●●●社会福祉館）
----------
【そのほか】
理科教室、塾講師、家庭教師、学校ボランティア、子ども会、地域等のスポーツ指導など、教職に関係するボランティア活動または子どもに関わる活動があれば記載してください。

行追加

確定/

コメント

登録者

コメント

添付ファイル ファイルを添付

登録/

東京理科大学　Tokyo University of Science サイトマップ
Copyright 2022 Tokyo University of Science All Rights Reserved
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対象年度 教職を目指す上での課題・対策

●●年度

●●年度

●●年度

●●年度

教育実習終了時

確定/

コメント

登録者

コメント

添付ファイル ファイルを添付

登録/

東京理科大学　Tokyo University of Science サイトマップ
Copyright 2022 Tokyo University of Science All Rights Reserved
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学生用 
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教職履修カルテ

１． はじめに：教職履修カルテについて 

（１）「教職実践演習（中・高）」と教職履修カルテ 

教職履修カルテは教職課程の集大成である「教職実践演習（中・高）」に向けて利用するもの 
です。→詳細 

（２）教職を目指す上での、“じぶん記録”

教職課程の履修履歴を確認しながら、「振り返り」と「自己評価」を積み重ねましょう→詳細

２． 教職履修カルテの作成（教師を目指しての自己成長） 

（１）システムの使い方

① ログイン --- 教職履修カルテは CLASS からログインしてください。

② 更新方法 --- 更新時は、必ずページ最下部の「確定」をクリックしましょう。

（２）登録内容

① 基本情報 --- 教職課程において必要な自分の基本情報を管理します。

② 目標設定 ---《年度頭》今年度の目標を設定します。

③ 資格関連科目履修状況 ---《学期末・年度末》各科目に対する振り返りを登録します。

④ 自己評価 ---《年度末》教職に求められる指標に基づいた年度ごとの評価を登録します。

⑤ 教職を目指す上での課題・対策 （振り返り）---《年度末・教職実習終了後》感じた事

や考えを振り返ります。 

⑥ 項目一覧 --- 教職履修カルテのすべての項目を一覧化しています。

３．教職履修カルテに関する質問 
・問合せ先
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学生用 

2 

１．はじめに：教職履修カルテについて 

（１）教職実践演習と教職履修カルテ

教職実践演習は「学びの軌跡の集大成」 

「教育職員免許法施行規則」の一部改正に伴い、平成 22年度以降の新入生から教職課程の「教職に
関する科目」として「教職実践演習（中・高）」が必修化されました。この科目は、履修時期が原則
として 4 年次後期となっており、教員として必要な知識技能を修得したことを最終的に確認する科
目として位置づけられています。すなわち「教職実践演習（中・高）」は、教職課程の他の授業科目
の履修や教職課程外での様々な活動を通じて、学生が身につけた資質能力が、教員として最小限必要
な資質能力として有機的に統合され、形成されたかについて、大学が求める教員像や到達目標に照ら
して最終的に確認するものであり、いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集大成」として位置づけら
れるものです。 
「教職実践演習（中・高）」では、大学 4年間で学んだ知識や理論と、教育実習等で得られた教科

指導力や生徒指導力等の実践知との更なる有機的統合を図り、教職への確かな自覚を培い、教員とし
ての資質能力の構築とその確認を行います。授業の方法は演習を中心とし、発表、ロールプレイ、グ
ループ討議等を組み合わせ、実際の教育現場を想定した教育課題を取り扱います。

「教員として求められる 4つの事項」が身についているかの確認 
「教職実践演習（中・高）」には教員として求められる以下 4つの事項を含めることが適当であると
されておりこの授業でこの 4 つの事項に関わる資質能力が身についているかを確認することになり
ます。 

①使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項
②社会性や対人関係能力に関する事項
③生徒理解や学級経営等に関する事項
④教科の指導力に関する事項

「教職実践演習（中・高）」では、学生のこれまでの教職課程の履修履歴を把握し、それを踏まえた
指導を行うことにより、不足している知識や技能等を補うことが必要となります。その前提として、
具体的には、学生のこれまでの教職課程の履修履歴を把握するために「教職履修カルテ」の作成が義
務づけられました。 
教職履修カルテは、教職課程を履修する学生が、授業や課外活動などの面において、どのように学び
成長してきたのかを記録することで、学生それぞれの優れている点や不足している点などを把握し、
4 年次に開講される「教職実践演習（中・高）」で活用するために導入されたものです。また、教職
課程を履修する学生の学びの軌跡を把握するということは、教師をめざしての自己成長を支援でき
るように教職課程全体を改革していくことにもつながります。すなわち、大学の教員は、学生の成長
や資質能力の形成という視点から自分が担当する授業科目を見つめ直し、授業計画を策定していく
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学生用 

3 
 

ことになります。また、教職履修カルテをチェックした教員は、必要に応じてアドバイスや、    
苦手分野の補完的指導をするなど、学生の成長を支援していくことになります。 

 

（２）教職を目指す上での、“じぶん記録” 

 “教員を目指す学生の成長支援ツール”であり、 
教職生活を円滑にスタートするための“じぶん記録“ 
 

教職履修カルテは、大学側が学生それぞれの状況を把握し授業や個別指導に活用することのみを目
的としたものではありません。 
学生自身が自らの学修等を振り返り、自分自身を成長させていくためのツールとして積極的に活用
していくことが必要なのです。大学生の皆さんは、もう自分で自分を教育できる年齢となっていま
す。教職履修カルテの作成や、「教職実践演習（中・高）」の履修を通して、将来、教員になる上で、
自己にとって何が課題であるのかを自覚し、必要に応じて不足している知識や技能等を補い、その定
着を図ることにより、教職生活を円滑にスタートできるようになることが期待されています。 
教職履修カルテは、「基本情報」、「資格関連科目履修状況」、「自己評価」、および「振り返り」の 4つ
の項目から構成されています。つまり、教職を目指す上での、“じぶん記録”の蓄積場所です。専門科
目と教職課程を両立していく中で、教師を目指すための自己成長の形成も同時に必要になってきま
す。以下では、教職履修カルテ機能の説明とともに、それぞれの項目をどのように自己成長へとつな
げていけばよいか、その視点と方法を示します。 
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２．教職履修カルテの使い方 

（１）システムの使い方 

① ログイン 

教職履修カルテは CLASSの機能の一部です。利用時は、CLASSにログインし、 
CLASS上部のメニュータブ「教職履修カルテ」をクリックしてください。 

 
その下に関連機能が表示されるので「教職履修カルテ」をクリックすると、カルテの画面に 
移行します。 

 
【そのほか、注意事項など】 
 教職履修カルテは教職課程登録者のみ、在学中に限り利用可能です。 
 それ以外の学生はメニューをクリックしても、利用できません。 
 ただし、大学院進学者など、旧学籍時代も教職を志望していた学生については旧学籍での教

職関連科目の成績も表示されます。また、大学院、専攻科、科目等履修生など、進学後も教
職を志望した場合、旧学籍で登録した振り返りコメントや自己評価の値が新しい学籍に引
き継がれます。 
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② 更新方法 

教職履修カルテは、「基本情報」・「自己評価」タブで構成されています。 

 

・入力内容を登録、修正したい 

内容を更新する場合は、各タブのページ最下部にある「確定」を必ずクリックしましょう。 

 
 

【そのほか、注意事項など】 
 一度「確定」をクリックすると、顔写真の上に表示される文言が「提出受付中」から「提出

終了」に代わりますが、それ以降も何度でも内容の修正や登録は可能です。 
 年度をまたぐと「提出終了」から「提出受付中」に表示が変わります。 

 

     
 
 

  

「確定」したら、「提出受付中」から
「提出終了」に表示が変わりますが、 

その後に再度確定をしても 
問題ありません。 

 
※年度をまたぐと「提出終了」から 
 「提出受付中」に表示が戻ります。 
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（２）教職履修カルテの作成（教師をめざしての自己成長）  
以下については必ず登録しましょう。（すべての項目一覧はこちら） 
 

① 基本情報  

・ 「出身中学校・出身高校」  
学校 HPに記載されている正式名称を登録してください。 

 
・ 「取得希望資格 選択」 

デフォルトでは全てにチェックが入っていますが、変更があれば適宜更新してください。 
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・ 「学外活動に関する記録」 
教育実習、介護等体験について記録してください。また、それ以外にも教職に関係するボラ

ンティアや活動があれば、記録しましょう。 

【教育実習の場合】 教育実習に関する以下の①～④を登録してください。 
① 実習校名（●●県立●●高等学校） 
② 所在地（〒●●●-●●●● ●●県●●市●●-●） 
③ 校種（中学校/中等教育学校/中高一貫校/高等学校） 
④ 実習教科（以下のいずれかの科目名） 

中学：数学/理科 

高校：数学/理科（物理）/理科（化学）/理科（生物）/情報 

【介護等体験の場合】 体験先施設名を登録してください。 
 特別支援学校体験先（●●●特別支援学校） 
 社会福祉施設体験先（●●●社会福祉館） 

【そのほか】（教職に関係するボランティア活動または子どもに関わる活動の経験） 
理科教室、塾講師、家庭教師、学校ボランティア、子ども会、地域等のスポーツ指導など
を記録します。子ども理解の基本は、子どもと直接関わることです。本学に進学された皆
さんは、数学や理科が得意であると思われますが、塾講師、家庭教師、学校ボランティア
などを通して、数学や理科が苦手な生徒と出会うことが重要な経験となります。わからな
い生徒はどこがわからないのかを把握し、生徒のつまずきや誤答を予測し、わからない生
徒の身になって授業計画を立てられてこそ、優れた教師になることができます。 
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② 目標設定「学修や卒業後の目標」 

毎年、年度はじめに今年度の目標を設定しましょう。教職への成長は毎年度の積み重ねです。 
目標設定と振り返りを行うことで、教職資格へのスムーズな道なりを築くことが可能です。 

 

③ 資格関連科目履修状況「学修の振り返り」 

 
「資格関連科目履修状況」は、「教職に関する科目」の履修状況を表示し、学生のコメントを
入力する画面です。学期末の成績確定後に、それぞれの授業で「学んだこと、身についた資
質・能力、これからの学修課題および目標」について文章で記述して入力してください。これ
は、自分が教職課程の授業の中で何を学んだのかを振り返るとともに、今後どのような学修が
必要なのかを自分で考える手がかりにしてもらうためのものです。 
 
教職履修カルテは、資質能力形成のプロセスを有機的・継続的にチェックしつつ、最終的に
「教職実践演習（中・高）」で確認・評価する方式です。それぞれの授業科目のシラバスには
「授業の概要・目標」が示されていますので、目標となる知識技能の修得や資質能力の形成を
意識して授業に臨んでください。そして、授業の履修が終わった段階で、シラバスに示されて
いる知識技能や資質能力が身についたかどうかを自己評価してください。 
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④ 自己評価「必要な資質能力についての自己評価」 

 
「自己評価」は、教員として求められる資質能力の総体を示したもので、それぞれの評価項目
は4つの領域、すなわち以下のとおり分類されています。 

1. 使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項 
2. 社会性や対人関係能力に関する事項 
3. 生徒理解や学級経営等に関する事項 
4. 教科の指導力に関する事項 

それぞれの領域に到達目標がありますが、その到達目標の確認指標となるのが評価項目です。 
 
教職課程の履修を始めたその年度から、それぞれの評価項目に対して 1〜5の 5段階で自己評
価をしましょう。自己評価の高低は学業成績とは関係がありません。自己をよく見つめ、正直
に誠実に、自己評価を行ってください。自己評価が低い項目は、大学として支援すべき項目と
して認識され、教材の開発や補完的な指導に活かされます。学部の早い段階から教員として 
求められる資質能力を意識することにより、教師を目指しての自己成長が促進されることが期
待されています。 
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⑤ 教職を目指す上での課題・対策（振り返り） 

 
「自己評価」が 1〜5 の 5 段階の数値評価なのに対し、「教職を目指す上での課題・対策」は文章で
記述して評価します。「自己評価」で数値評価を行った上で、毎年度末＋教育実習終了後に「教職を
目指す上での課題・対策」に対する振り返りを文章で登録してください。 
数値評価には表れない自己成長の課題や今後の対策を文章で記述することにより、自発的な学修を
進めていくことが期待されています。また、教育実習終了後には教育実習という現場での実践を踏ま
えて、感じたこと、考えたことを、ありのままに記してください。 
 
教職課程履修の折々に感じたことや考えたことを文章に残し、それを時間の経過に沿って整理・保管
することで、自己成長の歩みが記録されていきます。また、皆さんの学びの軌跡を把握することで、
いつ、どのような支援が必要なのかを検討し、本学の教職課程の改善につなげていくことができます。 
 
学ぶということは、変わることです。東京理科大学で教職課程を履修することにより、「私は成長  
することができた」と実感できるよう、資質能力の形成に目を向けて自己形成に励みましょう。 
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項目一覧 

【 基 本 情 報 】 

項目名 内容 入力時期 
目標設定 初年度～教育実習終了時までの年度ごとの目標を記入してく

ださい。 
年度初め、教育
実習終了時 

出身中学校 出身中学校名と所在地について、入力してください。 教育実習開始
前まで 

出身高校 出身高校名と所在地について、入力してください。 教育実習開始
前まで 

取得希望資格 選択 取得可能な資格が表示されており、デフォルトではその全てに
ついてチェックが入っています。 
在学中、希望資格に変更が出た場合は都度変更してください。
なお、一度チェックを外した資格を後日復活させることは問題
ありません。 

変更があれば
都度更新 

進路希望調査 自身の進路希望について、変更等あれば適宜更新してくださ
い。 

都度更新 

採用試験受験状況 自身の記録として、採用試験受験状況を記載してください。 都度更新 
就職活動 TUSナビ(キャリタス UC)に登録したものが表示されます。 （表示のみ） 
資格関連科目 修得状況 関連科目の修得状況を確認可能です。また、各科目について自

身で振り返りを行いましょう。 
担当教員からのコメントも確認可能です。 

毎学期の成績
確定後 

旧学籍番号 
資格関連科目 修得状況 

学部時や過去の科目等履修生など、過去に本学に在学していた
教職課程登録者については、旧学籍番号に紐づく修得状況が表
示されます。旧学籍時の振り返りも登録可能です。（同一科目の
成績については最新年度分のみ表示されます。） 

 

学外活動に関する記録 学生支援ボランティアやインターンシップなどの課外での活
動を記録してください。 

都度更新 

 

【 自 己 評 価 】 
項目名 内容 入力時期 

必要な資質能力につい
ての自己評価 

「教職に必要な資質能力」の習得について項目ごとに自己評価
を行い、年度ごとの成長を記録しましょう。 

年度末 

教職を目指す上での課
題・対策 

1年間の振り返りコメントを残し、今年度の振り返りと 
次年度への目標を行いましょう。 

年度末、教育実
習終了時 
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３．教職履修カルテに関する質問 

教職履修カルテに関する質問は、以下までお願いします。 

  【神楽坂キャンパス】 
・教職教育センター（神楽坂キャンパス 1 号館 4 階）

窓口対応時間 8 時 30 分-12 時 45 分、13 時 45 分-17 時 00 分 
E-mail：kyoshoku@admin.tus.ac.jp
TEL：03-5228-8717

  【野田キャンパス】 
・創域理工学事務課

窓口対応時間 8 時 30 分-12 時 45 分、13 時 45 分-17 時 00 分 
TEL：04-7122-9142 
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